


要約:学習障害は、1988 年の全米学習障害合同委員会の基準では、異なった障害群

(heterogeneous group)で、障害は個人に内因的なもので、中枢神経系機能の障害に起因

すると想定される障害の 1群である。学習障害の臨床病型および多動性障害の尿の PEA の

関連を調べ、生化学的な立場から評価を行う。また,学習障害およびその周辺の病態を明

らかにする目的で, Test of variables of attention (T.O.V.A)を用いたスクリーニング

法の確立および 1日蓄尿中のβ-phenylethylamine (PEA と略す)の測定を確立した。現在,

1 日蓄尿の尿中 PEA の測定を行い,学習障害のそれぞれの分類,すなわち,特異的読字障害,

特異的綴字障害,特異的算数能力障害,学力の混合性障害,および学習障害と 1 部重なる周

辺病態の多動性障害(Hyperkinetic disorders ; H D と略す)の PEA 値を検討し,今後薬物

治療の有効性と臨床病態の違いを検討する。


